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(57)【要約】
【課題】
枠型形状のサスペンションを用いた多機能型振動アクチ
ュエータが課題として有していた磁気回路部の挙動安定
化という課題を解決するため、枠型形状のサスペンショ
ンを用いた構造であっても連結部への応力集中を防ぎ、
磁気回路部の挙動を安定させることが可能な多機能型振
動アクチュエータを提供する。
【解決手段】
枠型形状のサスペンションに於いて連結部を構成する支
持部を複数設けると共に、サスペンション固定部及び支
持部によって連結部の強度を向上し、磁気回路部の挙動
安定化を可能にする。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ボイスコイルを設けたダイアフラムからなる音響再生部と、
マグネットを設けたヨークを有する磁気回路部とを備え、
前記音響再生部を固定したハウジングに対して、枠型形状のサスペンションを介して前記
磁気回路部を支持した多機能型振動アクチュエータであって、
当該サスペンション－ハウジング間の各連結部分を複数支持によって構成した多機能型振
動アクチュエータ。
【請求項２】
前記各連結部分が、前記ハウジングと一体に成型されている、請求項１記載の多機能型振
動アクチュエータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボイスコイルを設けたダイアフラムをハウジングに取り付けることで音響再
生部を構成し、枠型形状のサスペンションによってマグネットとヨークとを有する磁気回
路部を前記ハウジング内に支持することで、前記ボイスコイルを前記磁気回路部が形成す
る磁気空隙に配置したダイナミック構造の多機能型振動アクチュエータに関する。
【０００２】
　現在、携帯電話に代表される移動体通信機器には、使用者に着信を報知する手段として
、着信音を用いる為の音響再生機能及び、体感振動を用いて着信を報知する為の振動発生
機能が設けられている。この様な機能を単一の部品を用いて付与する部品として、特開２
００９－１５２９２４（以下引用文献１として記載）及び再表２００８／０９３７２８（
以下引用文献２として記載）に記載された多機能型振動アクチュエータが知られている。
これら引用文献１及び２に記載の多機能型振動アクチュエータでは、ハウジングだけでは
なく内部構造である磁気回路部も含めて角形の構造としている。この為、磁気回路部の形
状をハウジングの形状に合わせることで、体感振動を発生する際の振動量を効率的に確保
することが可能となった。加えて、各引用文献毎にサスペンション形状を角形の磁気回路
部の取り付けに適した形状としており、支持構造も含めて角形のハウジングに特化した構
造となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１５２９２４
【特許文献２】再表２００８／０９３７２８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した利点を有している一方で、引用文献１及び引用文献２に記載の構造は、磁気回
路部の振動時に於いて、サスペンションアームへの応力がサスペンションとハウジングと
を連結する連結部を構成する支持部で集中しやすいという課題を有している。これは、磁
気回路部について、支持構造も含めて角形に対応した構造によって生じる課題であり、体
感振動の発生及び落下等の衝撃時に於いて磁気回路部の挙動を安定させることが難しくな
ると共に、前記支持部が当該応力集中部の金属疲労によって破断を生じる可能性があった
。
【０００５】
　上記課題を解決するために本願記載のアクチュエータは、体感振動の発生及び落下等の
衝撃に際しても磁気回路部の挙動を安定させると共に、サスペンションの支持構造につい
て耐久性を向上させることが可能な枠状サスペンションを用いた多機能型振動アクチュエ
ータを提供することを目的としている。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的のために本発明に於ける第１の態様では、枠型形状のサスペンションを用いた
多機能型振動アクチュエータについて、サスペンション－ハウジング間の各連結部分を複
数支持としたことを技術的特徴としている。より具体的には、枠状サスペンション－ハウ
ジング間の各連結部分について、支持部のみを複数とした構造を特徴としている。
【０００７】
　また、本発明第２の態様では、前記複数の支持部によって構成された各連結部分につい
て、ハウジングへのインサート成型によって固定した事を技術的特徴としている。
【発明の効果】
【０００８】
　この様な構造を用いたことで本発明第１の態様記載の多機能型振動アクチュエータは、
体感振動の発生及び落下等の衝撃時に於いて、連結部の耐久性を向上させることが可能と
なる。これは、連結部を複数の支持部によって構成することで、連結部外側の角部に集中
する歪みを支持部間に形成される連結部内側の角部に逃がす構造となる為である。より具
体的には、本発明を用いることによって枠状サスペンションの連結部は、単に強度を増や
すだけではなく、連結部を構成する支持部間に角部を追加した構造となる。この為、単一
の支持部によって連結部外側に集中していた前記振動の発生及び衝撃時の応力について、
連結部内側に分散させる構造となり、連結部の耐久性を向上させることができる。
【０００９】
　また、連結部を複数の支持部によって構成することで、支持部間に梁部を付与した構造
となる。この為、支持部を支点とした各アームの振動について、梁部を介して相互に作用
させる構造となり、磁気回路部の挙動を安定させることができる。加えて、前記梁部によ
って各支持部の安定性が増す為、前記振動の発生及び衝撃時に於いて磁気回路部に生じる
捻れ方向の振動抑制とそれによる信頼性の向上という効果をも得ることが可能となる。尚
、この効果は角形形状の磁気回路構造を用いた際に現れる課題に起因するものとなってお
り、磁気回路部の傾きによって生じるボイスコイル－磁気回路部間の接触を防ぎ、前記振
動の発生及び衝撃時の前後で変わらない性能を発揮することができる。
【００１０】
　また、前記梁部による挙動の安定化と支持部による捻れ方向の変形抑制とによって各連
結部に加わる応力の偏りを低減する構造となる。この為、前記角部による応力分散に加え
て、各連結部に加わる負荷の減少によっても全体としての耐久性を向上することが可能と
なる。加えて、支持部間の距離によって磁気回路部の挙動及び共振周波数等の振動特性が
調整可能となる為、高い汎用性と共に上記効果を付与することができる。
【００１１】
　上記述べた効果に加えて、本発明第２の態様記載の多機能型振動アクチュエータでは、
連結部分をハウジングとの一体成型によって固定している。この為、一体成型による部品
点数の減少に加えて、固定強度の向上と組立の容易化といった効果をも得ることができる
。
【００１２】
　以上述べたように、本願記載の構造を用いることで、体感振動の発生及び落下等の衝撃
時に際しても磁気回路部の挙動を安定させると共に、サスペンションの支持構造について
耐久性を向上させることが可能な枠状サスペンションを用いた多機能型振動アクチュエー
タを提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に於いて用いる多機能型振動アクチュエータの斜視図
【図２】本発明の実施形態に於いて用いる多機能型振動アクチュエータの分解斜視図
【図３】図１のＡ－Ａ’、Ｂ－Ｂ’に於ける側断面図
【図４】図２に於いて示したサスペンションの平面図
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【図５】本実施形態に於いて用いる多機能型振動アクチュエータの駆動部斜視図
【図６】本実施形態に於ける枠状サスペンションを用いた磁気回路部の支持構造図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、図１、図２、図３、図４、図５及び図６を用いて、本発明に於ける最良の実施
形態を示す。
【００１５】
　図１に本発明に於ける最良の実施形態にて用いる多機能型振動アクチュエータの斜視図
を、図２に分解斜視図を、図３に図１のＡ－Ａ’、Ｂ－Ｂ’に於ける側断面図を、図４に
図２に於いて示したサスペンションの平面図を、図５に本実施形態に於ける磁気回路部の
支持構造を表す駆動部斜視図を、そして図６に枠状サスペンションを用いた磁気回路部の
支持構造図を、それぞれ示す。
【００１６】
　図１、図２及び図５から解るように、本実施形態で用いる多機能型振動アクチュエータ
は、ハウジング５、ボイスコイル４及びポールピース７、マグネット８、ヨーク１０及び
分銅９からなる磁気回路部について長方形の平面形状を有する角形の駆動構造となってい
る。この様な駆動構造を用いた事で本実施形態の多機能型振動アクチュエータは、携帯電
話等の筐体実装時に於けるスペース効率を向上させることを可能としている。また、ボイ
スコイル４及び磁気回路部を角形の構成としたことで、ハウジング５内に於ける磁気回路
部の体積を最大限確保し、磁気回路部の重量増加によって振動量を増加する事を可能にし
ている。加えて、ボイスコイル４を角形形状とすることによってダイアフラム３の駆動源
となるボイスコイル及びマグネットを拡大し、音響再生時の音圧を向上させることができ
た。
【００１７】
　また、図２及び図３から解るように、本実施形態に於いて用いる多機能型振動アクチュ
エータは、ダイアフラム３とボイスコイル４からなる音響再生部と枠状サスペンション６
を介してハウジング５内壁に固定した前記磁気回路部とを有し、ボイスコイル４を磁気回
路部内の磁気空隙ｇに配置したダイナミック構造を用いている。この様な構造を用いたこ
とで本実施形態記載の多機能型振動アクチュエータは、ボイスコイル４へ入力する信号の
周波数帯域を調整し、音響再生と体感振動の発生とを単一のデバイスで行うことが可能と
なった。より具体的には、駆動源となるボイスコイル４への入力信号について、周波数帯
域を音響再生部、磁気回路部それぞれの共振周波数付近に設定することで、音響再生部の
振動による音声出力と磁気回路部の振動による体感振動出力とを任意に使い分けると共に
、それぞれの信号を重ねることによって音声と体感振動とを同時に出力することもできる
構造となった。
【００１８】
　上記述べた本願の基本構造による効果に加えて、本実施形態では図２、図４、図５及び
図６に示した枠状サスペンションの支持構造によって本願独自の効果を得ている。即ち、
図４、図５及び図６から解るように、本実施形態に於いて用いる多機能型振動アクチュエ
ータは、枠状サスペンション６とハウジング５内壁に固定する固定部との連結部分につい
て、各２本の支持部ｍによって構成している。この為、磁気回路部の挙動について、複数
支持によって支持部ｍ間に構成された梁部ｓの長さを適宜設定することで支持部ｍの細さ
及びアーム部ｒの長さを変化させ、体感振動発生時の共振周波数等、振動特性を調整する
ことができた。また、前記構成を用いたことで本実施形態に於ける連結部は支持部ｍを各
アーム部ｒの支点として機能させ、各支持部間のサスペンションを梁部として当該支点を
繋げた構造となる。この為、磁気回路部の振動時に於いて、アーム部ｒに生じる撓みを梁
部ｓによって相互に作用させ、連結部を挟んだアームｒ同士の釣り合いをとらせることに
よって磁気回路部の安定性を向上することが可能となった。
【００１９】
　また、梁部ｓによって各支持部ｍの安定性だけではなく強度も向上する為、前記安定性
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捻れ方向の変形抑制を更に強化することができた。これは、前記安定性の向上に加え、梁
部ｓによって各支持部ｍが補強され、連結部の剛性が向上したことによる効果となってい
る。また、本実施形態では支持部ｍ間に梁部ｓを設けた構成となった事で、枠状サスペン
ション６の連結部が二つの支持部ｍと梁部ｓからなる矩形の構造としている。この為、前
記振動の発生及び衝撃時に於いて生じる負荷を支持部ｍの外側角部Ｅｏに集中することな
く内側角部Ｅｉも含めた連結部全体に分散させることが可能となり、連結部の耐久性向上
という効果を得ることができた。
【００２０】
　更に、図３、図４、図５及び図６から解るように、本実施形態では枠状サスペンション
６と連結部に加えて、ハウジング５内壁にインサート成型する固定部ｐも含めて一体成型
した構造となっている。この為、一体成型による部品点数の減少に加えて、固定強度の向
上と組立の容易化といった効果をも得ることができた。
【００２１】
　上記述べた効果に加えて、本実施形態記載の構造は従来の枠状サスペンションを用いた
多機能型振動アクチュエータに対してサスペンション形状を変更することで同様の効果を
得る事が可能となっている。この為、従来技術に対して部品点数を増やすことなく上記耐
久性、耐衝撃性の向上及びそれらによる長寿命化といった効果を付与することができる。
【００２２】
　以上述べたように、本実施形態記載の構造を用いることで、落下等の衝撃に際しても磁
気回路部の挙動を安定させると共に、サスペンションの支持構造について耐久性を向上さ
せることが可能な枠状サスペンションを用いた多機能型振動アクチュエータを提供するこ
とができた。
【符号の説明】
【００２３】
　１　グリル
　２　センターキャップ
　３　ダイアフラム
　４　ボイスコイル
　５　ハウジング
　６　枠状サスペンション
　７　ポールピース
　８　マグネット
　９　分銅
１０　ヨーク
１１　カバー
１２　接点端子
　Ｅｉ　内側角部
　Ｅｏ　外側角部
　ｇ　　磁気空隙
　ｍ　　支持部
　ｐ　　固定部
　ｒ　　アーム部
　ｓ　　梁部
　ｗ　　ガイド用溝部
　ｙ　　ガイド用凸部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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